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一　

は
じ
め
に

僧
肇
は
五
世
紀
初
頭
（
三
七
四
も
し
く
は
三
八
四
―
四
一
四
）⑴の
漢
人
僧
で
あ
る
。
僧
肇
に
つ
い
て
最
古
の
伝
記
を
載
せ
る
『
高
僧
伝
』

で
は
、
僧
肇
は
出
家
す
る
以
前
、
玄
学
（
老
荘
易
）
に
通
暁
し
て
い
た
が
、
旧⑵
『
維
摩
経
』
を
読
み
出
家
す
る
に
至
っ
た
と
さ
れ
る⑶
。
僧

肇
の
著
作
に
お
け
る
一
つ
の
特
徴
は
、
玄
学
用
語
を
多
く
用
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
顕
著
な
例
と
し
て
、
主
に
仏
や
時
に
菩
薩
の
こ
と

を
、
老
荘
に
お
け
る
究
竟
者
を
表
す
語
で
あ
る
「
至
人
・
聖
人
」
と
表
し
、
ま
た
そ
の
あ
り
方
を
「
無
為
而
無
不
為⑷
」
な
ど
と
表
す
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
道
安
に
よ
っ
て
格
義
的
解
釈
が
止
揚
さ
れ
た
後
の
時
代
に
あ
り
、
鳩
摩
羅
什
に
師
事
し
て
い
た
僧
肇
が
、
老
荘
の
言
辞

を
も
っ
て
仏
を
表
現
す
る
こ
と
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
図
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

僧
肇
の
仏
の
理
解
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
僧
肇
の
法
身
説
と
老
荘
思
想
の
聖
人
理
解
と
の
異
同
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る⑸
も
の

が
多
い
。
ま
た
僧
肇
の
法
身
解
釈
の
構
造
に
言
及
す
る
も
の⑹
、
鳩
摩
羅
什
門
下
の
法
身
説
を
明
確
に
す
る
上
で
僧
肇
に
言
及
す
る
も
の⑺
も

あ
る
。
し
か
し
当
時
の
中
国
の
仏
教
思
想
史
上
に
お
い
て
重
要
と
さ
れ
る
、
鳩
摩
羅
什
訳
出
経
論
の
仏
陀
観
・
仏
身
観
が
、
僧
肇
の
理
解

へ
い
か
に
関
与
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
ひ
と
ま
ず
『
大

智
度
論
』『
中
論
』『
維
摩
経
』
の
仏
陀
観
・
仏
身
観
を
確
認
し
、
そ
れ
が
『
注
維
摩
詰
経
』（
以
下
『
注
維
摩
』）
僧
肇
注
の
仏
身
・
仏
陀

理
解
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
検
討
し
た
い
。
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二　
『
大
智
度
論
』
の
二
身
説

四
〇
五
年
に
鳩
摩
羅
什
が
訳
出
し
た
『
大
智
度
論
』
は
、『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』（
以
下
『
大
品
般
若
』）
の
注
釈
書
で
あ
る
。
作
者

は
龍
樹
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
疑
う
意
見
も
存
在
す
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
に
つ
い
て
関
与
せ
ず
、
こ
の
書
が
中
国
仏
教
に
も
た
ら
し

た
思
想
的
な
影
響
に
視
点
を
置
く
。
そ
の
思
想
的
影
響
の
一
つ
に
、
仏
を
二
種
の
身
に
よ
っ
て
解
説
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
こ

と
は
先
学
に
よ
っ
て
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、『
大
智
度
論
』
で
は
仏
身
に
二
種
あ
り
と
説
く
が
、
そ
の
二
種

の
各
名
称
や
内
容
は
、
全
体
を
通
し
て
統
一
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う⑻
。
ま
た
『
大
智
度
論
』
の
二
身
説
は
、
未
整
理
段
階
に
あ
り
な
が
ら

も
、
後
の
三
身
説
へ
展
開
す
る
基
軸
に
な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る⑼
。
さ
ら
に
『
大
智
度
論
』
で
は
、
仏
の
み
な
ら
ず
菩
薩
に
も
二
身

を
説
き
、
菩
薩
法
身
の
説
明
に
比
重
が
置
か
れ
て
い
る
と
述
べ
る
研
究⑽
も
存
在
す
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
僧
肇
の
活
動
当
時
の
中
国
に
お
け
る
仏
身
論
を
確
認
す
る
意
味
で
、
今
一
度
『
大
智
度
論
』
の
二
身
説
を
確
認
す
る

こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
多
く
の
先
学
が
す
で
に
行
っ
た
作
業⑾
に
よ
り
、『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
仏
身
の
二
種
を
開
示
す
る
箇
所
は
、
各

論
考
に
よ
っ
て
そ
の
数
に
多
少
の
差
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
特
定
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
仏
身
二
種
の
解
説
は
、『
大
智
度
論
』
全
体

の
約
三
分
の
一
を
占
め
る
初
品
釈
に
多
く
が
集
中
す
る
ほ
か
、
末
尾
部
に
位
置
す
る
釈
四
摂
品
と
釈
曇
無
竭
品
に
も
確
認
で
き
る
。
本
稿

で
は
以
降
便
宜
を
は
か
り
、名
称
と
内
容
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
『
大
智
度
論
』
の
二
種
の
仏
身
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、「
第
一
身
」「
第

二
身
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
い
。
第
二
身
は
、
後
世
、
色
身
や
応
化
身
と
言
わ
れ
る
仏
身
を
指
す
。
そ
れ
に
対
し
、
後
世
、
報
身
も
し
く

は
法
身
に
分
類
さ
れ
る
仏
身
に
つ
い
て
を
第
一
身
と
す
る
。
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結
論
か
ら
言
え
ば
、『
大
智
度
論
』
の
二
身
説
は
、
二
身
の
内
、
第
一
身
と
さ
れ
る
身
に
お
い
て
相
の
有
無
の
異
な
り
が
あ
り
、
第
二

身
は
全
体
を
通
し
て
示
し
て
い
る
意
味
は
異
な
ら
な
い
と
言
え
る
。『
大
智
度
論
』
が
提
示
す
る
仏
身
二
種
の
用
例
を
全
て
検
討
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
が
、
本
稿
で
は
第
一
身
の
相
の
有
無
に
着
目
し
『
大
智
度
論
』
で
の
仏
身
二
種
説
を
確
認
し
た
。

二
―
一　

初
品
釈
の
二
種
仏
身　

有
相
の
第
一
身

（
１
）
初
品
、
放
光
釈
論
之
余
、
巻
第
九

『
大
品
般
若
』
の
序
品
の
冒
頭
部
分
で
は
、
今
か
ら
経
を
説
か
ん
と
す
る
釈
尊
か
ら
放
た
れ
た
光
明
が
、
十
方
の
恒
河
沙
等
の
如
き
数

の
仏
国
に
到
る
さ
ま
を
示
す
。
そ
の
釈
尊
の
徳
は
三
千
大
千
世
界
に
お
い
て
最
も
尊
く
、
光
明
・
色
像
・
威
徳
は
高
く
偉
大
で
あ
り
、
十

方
の
恒
河
沙
等
の
諸
仏
国
土
に
遍
く
行
き
わ
た
っ
て
い
る
と
説
く⑿
。
こ
の
経
文
に
対
す
る
論
釈
で
は
、
釈
尊
の
神
力
と
威
徳
が
そ
の
よ
う

に
高
大
で
あ
る
な
ら
ば
、
釈
尊
は
な
ぜ
在
世
中
に
悪
報
（
釈
尊
が
受
け
た
と
さ
れ
る
九
つ
の
難
）
や
寒
暑
の
患
い⒀
を
受
け
た
の
か
と
問
う
。

こ
の
問
に
対
す
る
答
の
中
で
は
次
の
よ
う
に
、
仏
に
二
種
の
身
が
あ
る
こ
と
を
解
説
す
る
。

　

  

復
次
に
仏
に
二
種
の
身
有
り
。
一
に
は
法
性
身
、
二
に
は
父
母
生
身
な
り
。
是
の
法
性
身
は
十
方
虚
空
に
満
つ
る
こ
と
、
無
量
無
辺

に
し
て
、
色
像
端
正
に
し
て
相
好
荘
厳
し
、
無
量
の
光
明
、
無
量
の
音
声
あ
り
。
法
を
聴
く
衆
も
亦
虚
空
に
満
つ
る
。
…
常
に
種
種

の
身
、
種
種
の
名
号
、
種
種
の
生
処
、
種
種
の
方
便
を
出
だ
し
、
衆
生
を
度
す
。
常
に
一
切
を
度
す
る
こ
と
須
臾
も
息
む
時
無
し
。

是
の
如
き
は
法
性
身
仏
な
り
。
能
く
十
方
世
界
の
衆
生
、
諸
の
罪
報
を
受
く
る
者
を
度
す
は
是
れ
生
身
仏
な
り
。
生
身
仏
は
次
第
に

法
を
説
く
こ
と
人
法
の
如
し
。
二
種
の
仏
有
る
を
以
て
の
故
に
諸
の
罪
を
受
く
る
も
咎
無
し
。

 

（
割
注
略
、
大
正
二
五
、一
二
一
c
―
一
二
二
a
）
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こ
こ
で
の
仏
の
二
種
の
身
と
は
、
法
性
身
と
父
母
生
身
で
あ
る
こ
と
は
右
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
身
で
あ
る
法
性
身
の
仏
は
、
十
方
の
虚

空
に
遍
満
し
、「
色
像
端
正
、
相
好
荘
厳
」
や
「
無
量
の
光
明
や
音
声
が
あ
る
」
と
の
よ
う
に
、
す
ぐ
れ
た
相
を
も
っ
て
説
か
れ
て
い
る
。

こ
の
法
性
身
の
特
性
を
端
的
に
言
う
な
ら
ば
、
普
遍
性
と
そ
れ
に
基
づ
く
多
様
な
衆
生
済
度
で
あ
る
と
言
え
る
。
一
方
、
第
二
身
の
父
母

生
身
は
、
様
々
な
罪
報
を
受
け
る
衆
生
を
救
う
た
め
の
側
面
で
あ
り
、
済
度
す
る
対
象
で
あ
る
人
の
方
法
に
し
た
が
っ
て
段
階
的
に
法
を

説
く
と
す
る
。
仏
に
は
以
上
二
つ
の
側
面
が
あ
る
こ
と
に
基
づ
き
、
悪
報
を
受
け
て
は
い
る
が
、
釈
尊
に
何
ら
か
の
過
ち
が
あ
っ
て
そ
の

報
い
を
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い
と
釈
す
。
以
上
の
二
種
の
側
面
は
、
い
ず
れ
も
釈
尊
を
中
心
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

放
光
釈
の
二
身
説
は
、
釈
尊
と
い
う
一
仏
に
普
遍
的
側
面
と
、
人
法
に
順
応
す
る
側
面
と
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
経
典

中
の
釈
尊
は
そ
の
神
力
や
姿
、
ふ
る
ま
い
が
勝
れ
て
お
り
な
が
ら
も
、
悪
報
を
受
け
た
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
問
い
に
端
を
発
し
、
仏
身
二

種
の
解
釈
を
引
き
出
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
続
く
論
釈
文
で
は
、
釈
尊
が
難
事
な
ど
を
受
け
る

理
由
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
考
察
し
て
い
る
。

　

  

復
次
に
仏
、
道
を
得
る
時
に
即
い
て
、
一
切
の
不
善
の
法
尽
く
断
じ
、
一
切
の
善
法
皆
成
就
す
。
云
何
が
今
実
に
不
善
の
法
報
を
受

く
る
べ
き
こ
と
有
ら
ん
や
。
但
未
来
世
の
衆
生
を
憐
愍
す
る
が
故
に
、
方
便
を
現
じ
て
此
の
諸
の
罪
を
受
く
。

 

（
大
正
二
五
、一
二
二
a
）

仏
が
不
善
法
に
よ
る
報
い
を
受
け
な
い
の
は
、
成
道
し
た
時
点
で
、
全
て
の
不
善
法
は
断
じ
尽
く
し
、
全
て
の
善
法
を
成
就
し
て
い
る
た

め
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
四
十
五
年
の
説
法
活
動
中
に
お
い
て
釈
尊
が
難
事
を
受
け
た
の
は
、
未
来
世
の
衆
生
を
憐
れ
ん
で
示

し
た
方
便
で
あ
る
と
釈
す
。
さ
ら
に
続
け
て
『
大
智
度
論
』
は
、
次
の
よ
う
に
も
説
明
を
な
す
。

　

  

復
次
に
阿
泥
盧
豆
の
如
く
、
一
の
辟
支
仏
に
食
を
与
う
る
が
故
に
、
無
量
の
世
楽
を
受
け
、
心
に
飲
食
を
念
ず
れ
ば
意
に
応
じ
て
即
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ち
得
。
何
を
か
況
や
仏
、
世
世
に
肉
を
割
き
髄
を
出
し
て
以
て
衆
生
に
施
し
て
、
乞
食
し
て
得
ず
空
鉢
に
し
て
還
ら
ん
や
。
是
の
事

を
以
て
の
故
に
知
り
ぬ
、
仏
方
便
も
て
、
衆
生
を
度
せ
ん
が
為
の
故
に
此
の
諸
罪
を
受
く
こ
と
を
。 

 （
大
正
二
五
、一
二
二
a
）

こ
こ
で
は
ま
ず
阿
那
律
が
一
人
の
辟
支
仏
に
食
を
施
し
た
例
を
挙
げ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
阿
那
律
が
得
た
功
徳
を
述
べ
る
。
こ
れ
に
、
釈
尊

が
前
生
に
お
い
て
積
ん
だ
功
徳
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
釈
尊
が
罪
報
を
受
け
る
べ
き
者
で
は
な
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
。
そ
の
上
で
釈
尊
が

罪
報
を
受
け
る
の
は
、
衆
生
済
度
の
た
め
の
方
便
で
あ
る
こ
と
を
重
ね
て
理
解
し
て
い
る
。
最
終
的
に
、
こ
の
理
解
を
裏
付
け
る
経
証
と

し
て
、『
大
智
度
論
』
は
『
維
摩
経
』
を
引
用
す
る
。

　

  

毘
摩
羅
詰
経⒁
中
の
説
の
如
し
。
…
毘
摩
羅
詰
言
わ
く
、「
此
れ
仏
の
勅
と
雖
も
、
是
れ
方
便
と
為
す
。
今
五
悪
の
世
を
以
て
の
故
に
、

是
の
像
を
以
て
一
切
を
度
脱
す
」
と
。
…
是
を
以
て
の
故
に
知
る
、
仏
方
便
の
為
に
実
の
病
に
非
ざ
る
な
り
。
諸
の
罪
の
因
縁
皆
亦

是
の
如
し
。 

 （
大
正
二
五
、一
二
二
a
―
b
）

こ
こ
で
引
か
れ
た
の
は
、『
維
摩
経
』
弟
子
品
の
阿
難
が
維
摩
詰
宅
へ
問
疾
す
る
こ
と
を
辞
退
し
、
そ
の
理
由
を
述
べ
る
一
節
で
あ
る⒂
。
釈

尊
が
自
身
に
軽
い
病
が
あ
る
と
言
い
、
阿
難
に
牛
乳
を
貰
い
に
行
か
せ
た
の
は
方
便
で
あ
り
、
五
濁
の
世
に
あ
る
一
切
の
衆
生
を
済
度
す

る
た
め
に
現
じ
た
姿
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。『
大
智
度
論
』
は
こ
の
引
用
に
よ
っ
て
、
釈
尊
が
悪
報
や
病
を
受
け
る
姿
を
示
す
の
は
、
衆

生
済
度
と
い
う
目
的
の
た
め
の
方
便
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

以
上
の
一
連
の
論
釈
部
分
に
お
け
る
仏
の
二
種
身
は
、次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
そ
れ
は
釈
尊
の
普
遍
的
な
側
面
で
あ
る
法
性
身（
第

一
身
）
と
、
済
度
す
る
対
象
の
衆
生
に
近
接
し
て
い
く
側
面
で
あ
る
父
母
生
身
（
第
二
身
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
釈
尊
の
二
種
の
側
面
は
、

釈
尊
在
世
中
に
受
け
た
難
事
を
発
端
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
の
仏
身
二
種
は
、
罪
報
や
病
を
受
け
る
衆
生
を
救
う
た
め
に
現

じ
ら
れ
る
、
方
便
に
よ
っ
て
人
法
に
な
じ
む
釈
尊
を
強
調
す
る
意
図
を
も
っ
て
開
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
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（
２
）
初
品
、
善
根
供
養
義
、
巻
第
三
十

経
典
で
は
釈
尊
の
説
法
が
始
ま
っ
た
後
、
一
切
衆
生
の
願
う
所
の
衣
食
住
の
物
を
満
た
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、（
菩
薩
摩
訶
薩
は
）
般

若
波
羅
蜜
を
学
ぶ
べ
き
で
あ
る⒃
と
説
く
。
こ
の
経
文
の
注
釈
で
は
、
次
の
よ
う
な
仏
身
の
二
種
を
提
示
す
る
。

　

  

而
し
て
仏
身
に
は
二
種
有
り
。
一
に
は
真
身
、
二
に
は
化
身
な
り
。
衆
生
仏
の
真
身
を
見
て
、
願
と
し
て
満
た
さ
ざ
る
こ
と
無
し
。

仏
の
真
身
と
は
、
虚
空
に
遍
く
し
光
明
遍
く
し
て
十
方
を
て
ら

し
、
説
法
の
音
声
も
亦
十
方
無
量
恒
河
沙
等
の
世
界
に
遍
く
し
中
を
満

た
す
。
大
衆
皆
共
に
法
を
聴
き
、
説
法
息
ま
ざ
れ
ば
、
一
時
の
頃
、
各
お
の
の
所
聞
に
随
い
て
解
悟
を
得
。

 

（
大
正
二
五
、二
七
八
a
）

右
で
は
真
身
と
化
身
の
二
種
を
示
す
。
真
身
に
つ
い
て
は
、
虚
空
に
遍
満
し
、
光
明
と
音
声
が
余
す
所
無
く
行
き
渡
る
と
い
う
よ
う
に
、

普
遍
的
な
面
を
説
く
点
で
は
、
放
光
釈
の
第
一
身
と
同
じ
で
あ
る
。
第
二
身
と
い
う
べ
き
化
身
に
つ
い
て
は
、
右
の
引
用
で
は
詳
し
く
説

明
さ
れ
て
い
な
い
が
、
直
後
の
段
落
に
化
身
と
い
う
語
は
使
わ
れ
な
い
な
が
ら
も
、
人
法
に
順
応
す
る
側
面
と
し
て
の
釈
尊
が
説
明
さ
れ

て
い
る
。
以
下
に
示
す
。

　

  

復
次
に
釈
迦
文
仏
、
王
宮
に
身
を
受
け
、
人
法
を
受
く
る
を
現
じ
、
寒
熱
・
飢
餓
・
睡
眠
有
り
て
、
諸
の
誹
謗
・
老
病
死
等
を
受
く

る
も
、
内
心
の
智
慧
神
徳
は
、
真
仏
の
正
覚
と
異
な
り
有
る
こ
と
無
し
。 

（
大
正
二
五
、二
七
八
b
）

釈
迦
牟
尼
仏
は
王
子
と
し
て
生
ま
れ
、
人
の
方
法
に
順
応
し
て
い
る
た
め
に
、
人
と
同
様
に
寒
暑
・
飢
餓
・
睡
眠
の
患
い
が
あ
り
、
ま
た

誹
謗
を
受
け
老
病
死
な
ど
の
苦
を
受
け
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
外
面
的
に
現
じ
た
姿
で
あ
っ
て
、
釈
尊
が
諸
苦
・
諸
患
を
受
け
て

も
、
そ
の
内
面
的
な
部
分
で
あ
る
心
の
智
慧
や
神
力
・
功
徳
は
真
身
の
仏
の
正
覚
と
異
な
ら
な
い
と
解
釈
す
る
。
こ
の
釈
迦
牟
尼
仏
は
、

先
の
放
光
釈
の
第
二
身
で
あ
る
父
母
生
身
の
内
容
と
符
合
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
仏
身
二
種
は
、
そ
の
言
葉
が
異
な
る
も
の
の
、
内
容
は
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放
光
釈
の
仏
身
二
種
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
た
だ
し
、
こ
の
善
根
供
養
義
で
は
第
二
身
に
つ
い
て
、
外
面
的
に
は
寒
熱
等

の
諸
患
・
誹
謗
・
老
病
死
な
ど
の
諸
苦
を
受
け
て
い
る
が
、
内
面
に
お
け
る
智
慧
・
神
力
・
功
徳
は
真
身
の
仏
と
等
し
い
と
説
く
。
釈
尊

に
真
身
と
化
身
の
二
面
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
ら
二
面
が
根
底
部
分
で
は
同
質
で
あ
る
と
見
て
い
る
点
は
注
意
で
き
よ
う
。

（
３
）
初
品
、
信
持
無
三
毒
義
、
巻
第
三
十
四

　

初
品
末
尾
の
論
釈
文
に
お
い
て
も
、
仏
の
二
種
を
説
く
が
、
初
品
釈
中
の
仏
身
二
種
を
統
括
す
る
内
容
で
あ
る
。

　

  

答
え
て
曰
く
、
上
に
已
に
二
種
の
仏
有
る
を
説
く
。
一
に
は
法
性
生
身
仏
、
二
に
は
衆
生
の
優
劣
に
随
い
て
化
を
現
す
仏
な
り
。
…

法
性
生
身
仏
と
は
、
事
と
し
て
済
わ
ざ
る
こ
と
無
く
、
願
と
し
て
満
た
さ
ざ
る
こ
と
無
し
。
所
以
は
何
ん
、
無
量
阿
僧
祇
劫
に
於
い

て
、
一
切
の
善
本
功
徳
を
積
集
し
、
一
切
の
智
慧
無
礙
に
具
足
す
。
…
問
う
て
曰
く
、
釈
迦
文
仏
も
亦
是
れ
法
性
生
身
の
分
に
し
て

異
体
有
る
こ
と
無
し
。
…  

 （
大
正
二
五
、三
一
三
a
―
b
）

こ
れ
ま
で
で
二
種
の
仏
、
す
な
わ
ち
法
性
生
身
仏
と
、
衆
生
の
優
劣
の
差
異
に
随
っ
て
化
を
現
わ
す
仏
の
二
側
面
を
す
で
に
説
い
た
と
す

る
。
第
一
身
の
法
性
生
身
仏
は
、
全
て
の
者
を
漏
ら
す
こ
と
無
く
救
い
、
あ
ら
ゆ
る
願
い
を
満
た
し
て
い
く
と
い
う
性
格
が
示
さ
れ
る
。

こ
の
性
格
は
、
無
量
阿
僧
祗
劫
の
間
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
善
本
功
徳
を
集
積
し
、
一
切
の
智
慧
が
礙
げ
な
く
具
足
す
る
こ
と
に
因
る
と
説

く
。
以
上
は
こ
れ
ま
で
に
見
た
、
第
一
身
の
説
示
内
容
と
大
差
な
い
。
続
く
「
問
曰
」
で
は
、
釈
迦
牟
尼
仏
は
法
性
生
身
が
本
分
で
あ
る

と
し
、
こ
れ
と
別
の
体
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
善
根
供
養
義
と
同
様
に
、「
二
種
の
仏
有
り
」
と
い
う
の
は
第

一
身
・
第
二
身
と
い
う
別
々
の
仏
が
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
一
人
の
仏
に
異
な
る
二
つ
の
側
面
が
あ
る
こ
と
を
説
く
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
４
）
初
品
釈
に
お
け
る
仏
身
二
種

以
上
に
見
た
初
品
釈
中
の
仏
身
二
種
を
ま
と
め
る
。『
大
智
度
論
』
初
品
釈
に
示
さ
れ
る
仏
身
の
二
種
と
は
、
釈
尊
に
異
な
る
二
種
の

面
が
あ
る
こ
と
を
示
す
説
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
初
品
釈
は
釈
迦
牟
尼
仏
を
二
つ
の
側
面
か
ら
見
る
仏
身
観
を
提
示
し
て
い
る
。

第
一
身
は
、
普
遍
的
に
衆
生
を
済
度
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
種
々
の
手
段
を
持
ち
、
す
ぐ
れ
た
姿
を
も
つ
側
面
で
あ
る
。
そ
れ
は
善
本

の
功
徳
や
智
慧
の
具
足
に
よ
っ
て
生
じ
た
側
面
で
あ
り
、
元
来
言
わ
れ
る
通
り
、
後
世
の
報
身
的
な
性
格
を
含
ん
で
い
る
。

第
二
身
は
、
初
品
釈
で
は
一
貫
し
て
、
衆
生
済
度
の
為
に
方
便
を
現
じ
て
人
法
に
順
じ
る
側
面
を
説
く
。
済
度
す
る
対
象
で
あ
る
衆
生

を
憐
れ
み
、
そ
の
衆
生
に
同
じ
て
、
罪
報
を
受
け
る
さ
ま
を
方
便
に
よ
っ
て
示
す
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

二
―
二　

釈
曇
無
竭
品
の
二
種
仏
身　

無
相
の
第
一
身

『
大
品
般
若
』
の
法
尚
品
で
は
、

　

善
男
子
、
諸
仏
は
色
身
を
以
て
見
る
べ
か
ら
ず
、
諸
仏
の
法
身
は
無
来
無
去
な
り
。 

 （
大
正
八
、四
二
一
c
）

と
、
諸
仏
は
来
去
す
る
こ
と
が
無
い
法
身
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
姿
形
で
捉
え
て
（
色
身
と
し
て
）
見
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
説
示
す
る
。

『
大
智
度
論
』
釈
曇
無
竭
品
（
巻
第
九
十
九
）
は
、
こ
の
経
文
を
注
釈
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

  

復
次
に
仏
に
二
種
の
身
有
り
。
一
に
は
法
身
、
二
に
は
色
身
な
り
。
法
身
は
是
れ
真
仏
な
り
。
色
身
は
世
諦
の
為
の
故
に
有
り
。
仏

法
身
の
相
上
、
種
種
の
因
縁
も
て
諸
法
実
相
を
説
く
。
是
の
諸
法
実
相
も
亦
来
る
こ
と
無
く
去
る
こ
と
無
し
。
是
の
故
に
諸
仏
従
り

て
来
る
こ
と
無
く
、
去
る
も
亦
至
る
所
無
き
を
説
く
。 

（
大
正
二
五
、七
四
七
a
）

こ
こ
で
も
、
仏
の
二
種
身
を
示
す
。
第
一
身
で
あ
る
法
身
は
真
仏
と
し
、
第
二
身
で
あ
る
色
身
は
世
俗
諦
の
た
め
に
あ
る
と
解
説
す
る
。
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仏
は
三
十
二
相
な
ど
の
功
徳
が
荘
厳
さ
れ
た
姿
を
示
す
が
、
そ
の
姿
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
様
々
な
功
徳
の
因
縁
に
よ
っ
て
、
諸
法
実
相

を
説
い
た
と
し
、
ま
た
こ
う
し
て
説
か
れ
た
諸
法
実
相
も
、
来
る
こ
と
も
去
る
こ
と
も
無
い
と
説
く
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
諸
仏
も
、
ど
こ

か
か
ら
来
る
の
で
も
、
ど
こ
か
へ
去
る
の
で
も
な
い
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
諸
仏
と
諸
法
実
相
が
同
内
容
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
る
。

『
大
智
度
論
』
の
仏
身
二
種
を
説
示
す
る
中
で
、
初
品
釈
と
釈
曇
無
竭
品
の
説
は
、
そ
の
第
一
身
の
説
示
に
お
い
て
異
な
る
。
初
品
釈

で
法
性
生
身
、
法
性
身
、
真
身
な
ど
と
呼
ば
れ
る
第
一
身
は
、
お
よ
そ
善
本
功
徳
を
積
集
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
、
妙
相
を
も
っ
て
説

か
れ
、
具
体
的
に
は
釈
尊
の
す
ぐ
れ
た
側
面
を
指
し
、
性
格
と
し
て
は
後
世
に
報
身
と
呼
ば
れ
る
も
の
と
近
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
釈
曇

無
竭
品
の
第
一
身
は
、
そ
の
性
格
は
諸
法
実
相
と
ほ
ぼ
同
じ
く
し
て
お
り
、
相
か
ら
離
れ
た
側
面
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、『
大
智
度
論
』
に
お
い
て
示
さ
れ
る
二
種
の
仏
身
に
は
、
そ
の
第
一
身
と
さ
れ
る
側
面
に
、
二
つ
の
系
統
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
妙
相
を
も
っ
て
説
か
れ
る
第
一
身
と
、
相
か
ら
離
れ
て
い
る
と
説
か
れ
る
第
一
身
で
あ
る
。

三　
『
中
論
』（
青
目
釈
）
に
お
け
る
如
来
観

『
大
智
度
論
』
釈
曇
無
竭
品
の
仏
身
二
種
説
に
お
け
る
第
一
身
の
法
身
は
、
初
品
釈
の
第
一
身
で
あ
る
法
性
生
身
と
は
意
を
異
に
し
て

お
り
、
来
る
こ
と
も
去
る
こ
と
も
な
く
、
相
か
ら
離
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
先
学
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
大
智
度
論
』
で
は
二
身
説
を

支
持
す
る
と
い
え
ど
も
、
そ
の
二
は
一
貫
し
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
な
お
、
色
身
・
父
母
生
身
の
第
二
身
に
対
し
て
の
、
法
身
・
法
性
身

の
第
一
身
と
い
う
構
造
の
点
で
は
二
身
説
で
あ
る
。
ま
た
『
大
智
度
論
』
で
は
、
諸
法
実
相
と
同
じ
で
あ
る
法
身
、
功
徳
が
集
積
し
た
果
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で
あ
り
妙
相
を
持
つ
法
性
生
身
、
衆
生
済
度
の
為
に
方
便
を
現
じ
て
衆
生
に
順
う
父
母
生
身
を
示
し
て
お
り
、
後
世
に
お
け
る
法
・
報
・

応
の
三
身
説
の
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
が
、
す
で
に
『
大
智
度
論
』
に
お
い
て
揃
っ
て
い
た
と
す
る
先
学
の
見
解
も
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
『
大

智
度
論
』
の
仏
身
二
種
の
第
一
身
に
つ
い
て
は
、
後
世
で
い
う
報
身
の
性
格
を
押
し
出
し
た
仏
と
、
法
身
の
性
格
を
押
し
出
し
た
仏
が
混

在
し
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
神
子
上
一
九
五
〇
は
、『
大
智
度
論
』
の
所
説
の
第
一
身
の
大
半
が
種
々
の
妙
相
が
あ
り
積
極
的
側
面

を
説
く
が
、
釈
曇
無
竭
品
の
第
一
身
は
相
か
ら
離
れ
て
お
り
消
極
的
側
面
を
説
く
と
し
、
さ
ら
に
こ
の
消
極
的
側
面
を
説
く
第
一
身
は
、

は
『
中
論
』
の
観
如
来
品
に
考
察
さ
れ
る
仏
と
一
致
す
る
と
論
じ
て
い
る⒄
。
そ
こ
で
『
中
論
』
の
該
当
箇
所
（
観
如
来
品
、
第
十
五
偈
・

第
十
六
偈
、
併
せ
て
青
目
釈
）
を
見
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
﹇
青
目
釈
﹈  

諸
法
の
実
相
は
性
空
な
る
が
故
に
、
応
に
如
来
滅
度
の
後
に
於
い
て
、
若
し
は
有
り
、
若
し
は
無
し
、
若
し
は
有

無
と
思
惟
す
べ
か
ら
ず
。
如
来
は
本
よ
り
已
来
、
畢
竟
し
て
空
な
り
。
何
を
か
況
ん
や
滅
後
を
や
。

　
【
第
十
五
偈
】
如
来
は
戯
論
を
過
ぐ
、
而
れ
ど
も
人
戯
論
を
生
ず　
　

戯
論
は
慧
眼
を
破
す
、
是
れ
皆
仏
を
見
ず

　
　
　
﹇
青
目
釈
﹈  

戯
論
と
は
、
憶
念
し
て
相
を
取
り
此
彼
を
分
別
し
、
仏
の
滅
・
不
滅
等
を
言
う
を
名
づ
く
。
是
の
人
戯
論
を
為
し
て
、

慧
眼
を
覆
う
が
故
に
、
如
来
の
法
身
を
見
る
こ
と
能
わ
ず
。
此
の
如
来
品
中
、
初
中
後
に
如
来
の
定
性
は
得
る
べ

か
ら
ざ
る
を
思
惟
す
。

　
【
第
十
六
偈
】
如
来
所
有
の
性
は
、
即
ち
是
れ
世
間
の
性
な
り　
　

如
来
は
性
有
る
こ
と
無
し
、
世
間
も
亦
性
無
し

 

（
大
正
三
〇
、三
〇
c
―
三
一
a
）

『
中
論
』
第
十
五
偈
で
は
、
如
来
と
は
戯
論
か
ら
超
越
し
た
も
の
と
し
て
考
察
し
て
い
る
。
し
か
し
人
は
如
来
に
つ
い
て
、
色
々
と
想
定

を
立
て
て
お
り
、
仏
を
正
し
く
見
て
い
な
い
と
す
る
。
青
目
釈
は
「
戯
論
」
に
つ
い
て
、
如
来
に
相
が
あ
る
も
の
と
深
く
思
い
込
み
、
此
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彼
（
あ
れ
や
こ
れ
や
）
な
ど
と
分
別
し
、
仏
の
滅
・
不
滅
に
つ
い
て
言
い
及
ぶ
こ
と
と
す
る
。
相
に
よ
っ
て
如
来
を
捉
え
、
分
別
を
重
ね

て
い
っ
て
は
、
最
終
的
に
そ
の
法
身
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
釈
す
る
。
ま
た
青
目
に
よ
れ
ば
、
観
如
来
品
の
主
旨
は
「
た
だ
不
可
得

と
い
う
こ
と
の
み
が
如
来
の
定
性
（
不
変
的
な
本
質
）
で
あ
る
」
こ
と
を
考
察
す
る
点
に
あ
る
と
い
う
。
第
十
六
偈
で
は
、
性
が
無
い
と

い
う
点
で
、
如
来
と
世
間
と
は
本
質
的
に
異
な
ら
な
い
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
中
論
』
で
は
、
固
定
的
な
相
を
も
っ
て
如
来
を
捉
え

る
こ
と
を
否
定
す
る
。
そ
の
理
由
は
第
十
五
偈
直
前
の
青
目
釈
に
あ
る
通
り
、
諸
法
の
真
実
の
姿
は
固
定
的
な
本
質
を
持
た
な
い
空
で
あ

り
、
如
来
に
つ
い
て
も
そ
れ
は
例
外
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
『
中
論
』
及
び
青
目
釈
に
お
い
て
は
、
如
来
に
つ
い
て
相
に
固
執
し
て
分
別
を
な
す
こ
と
に
否
定
的
な
態
度
を
と
る
。

そ
の
理
由
は
、
如
来
は
諸
法
と
同
じ
く
、
も
と
よ
り
空
で
あ
り
憶
想
分
別
の
域
を
超
え
た
不
可
得
な
存
在
で
あ
る
と
観
る
こ
と
に
基
づ
く
。

『
中
論
』
の
該
当
箇
所
は
、
仏
身
に
つ
い
て
の
論
説
で
は
な
く
、
仏
に
対
す
る
適
切
な
視
座
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。

『
中
論
』
観
如
来
品
と
、『
大
智
度
論
』
釈
曇
無
竭
品
の
法
身
の
説
示
は
、
神
子
上
一
九
五
〇
の
指
摘
す
る
通
り
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

ま
た
『
大
智
度
論
』
釈
曇
無
竭
品
の
釈
文
が
相
当
す
る
『
大
品
般
若
』
の
文
脈
で
も
、
常
啼
菩
薩
が
「
諸
仏
は
何
処
か
ら
来
て
何
処
に
至

る
の
か
」
と
曇
無
竭
菩
薩
に
問
い
、
そ
れ
に
対
し
て
曇
無
竭
菩
薩
が
「
諸
仏
は
ど
こ
か
か
ら
来
る
も
の
で
も
、
ま
た
ど
こ
か
に
去
っ
て
い

く
も
の
で
も
な
い
。
諸
法
の
如
が
そ
の
ま
ま
仏
で
あ
る
」
と
説
示
す
る
（
大
正
八
、四
二
一
b
―
c
）。
よ
っ
て
、「
諸
仏
は
色
身
を
以
て

見
る
べ
か
ら
ず
」
の
色
身
と
は
、
来
去
の
相
を
も
っ
て
仏
を
と
ら
え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
仏
を
見
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
説

く
の
で
あ
る
。
こ
の
教
説
が
『
中
論
』
観
如
来
品
の
論
理
の
根
底
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
『
大
智
度
論
』
釈
曇
無
竭
品

の
二
身
説
は
、
以
上
の
『
大
品
般
若
』『
中
論
』
に
示
さ
れ
る
仏
陀
観
に
基
づ
い
た
仏
身
論
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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四　
『
維
摩
詰
所
説
経
』
が
説
示
す
る
仏
身

『
注
維
摩
』
僧
肇
注
に
よ
っ
て
、
僧
肇
の
解
釈
を
検
討
す
る
に
先
立
ち
、
ま
ず
鳩
摩
羅
什
が
四
〇
六
年
に
重
訳
し
た
『
維
摩
詰
所
説
経
』

（
以
下
『
維
摩
経
』）
に
お
い
て
、
仏
身
が
い
か
に
説
示
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。『
維
摩
経
』
の
中
で
仏
身
に
つ
い

て
直
接
的
に
言
及
す
る
箇
所
は
、
方
便
品
・
弟
子
品
・
見
阿
閦
仏
品
が
代
表
的
で
あ
る
の
で
、
順
に
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

四
―
一　

方
便
品　

法
身
の
因
行

方
便
品
で
は
、
病
を
現
ず
る
維
摩
詰
が
、
見
舞
い
に
来
た
国
王
・
長
者
・
婆
羅
門
な
ど
に
対
し
て
身
の
無
常
を
説
い
た
後
に
、
仏
身
が

い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
を
述
べ
る
。

　

  

諸
の
仁
者
、
此
れ
は
患
厭
す
べ
し
、
当
に
仏
身
を
楽
う
べ
し
。
所
以
は
何
ん
、
仏
身
と
は
即
ち
法
身
な
り
。
無
量
の
功
徳
・
智
慧
よ

り
生
じ
、
戒
・
定
・
慧
・
解
脱
・
解
脱
知
見
よ
り
生
じ
、
慈
・
悲
・
喜
・
捨
よ
り
生
じ
、
…⒅
是
の
如
き
の
無
量
清
浄
の
法
に
従
り
て

如
来
の
身
生
ず
。 

（
大
正
一
四
、五
三
九
b
―
c
）

こ
こ
で
は
法
身
が
、
無
量
の
功
徳
や
智
慧
、
そ
の
他
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
清
浄
な
法
に
よ
っ
て
生
じ
る
身
で
あ
る
と
説
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
五
分
法
身
を
含
む
、
仏
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
教
法
に
基
づ
い
た
行
の
果
報
と
し
て
の
身
を
指
し
て
い
る
。
方
便
品
の
焦
点
は
、

そ
の
果
で
あ
る
法
身
の
様
相
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
何
に
よ
っ
て
法
身
が
成
る
か
と
い
う
点
に
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
方
便
品
で
は
、
仏

身
は
法
身
で
あ
る
と
説
く
が
、
そ
の
法
身
が
何
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
の
か
、
換
言
す
れ
ば
法
身
の
因
行
に
つ
い
て
説
示
し
て
い
る
と
い

え
る
。
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四
―
二　

弟
子
品　

法
身
の
様
相

次
に
弟
子
品
に
お
け
る
仏
身
の
説
示
を
確
認
し
よ
う
。
以
下
に
引
く
の
は
、
弟
子
品
に
お
い
て
、
阿
難
が
維
摩
詰
宅
へ
病
気
見
舞
い
に

行
く
こ
と
を
辞
退
す
る
、
そ
の
理
由
を
述
べ
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
釈
尊
の
身
に
軽
い
病
が
あ
る
」
と
言
う
阿
難
に
対
し
て
、
維

摩
詰
が
次
の
よ
う
に
仏
の
身
に
つ
い
て
説
く
。

　

  

…
如
来
の
身
と
は
金
剛
の
体
な
り
。
諸
悪
已
に
断
じ
、
衆
善
普
く
会
す
。
当
に
何
の
疾
か
有
る
べ
き
や
、
当
に
何
の
悩
か
有
る
べ
き

や
。 

 （
大
正
一
四
、五
四
二
a
）

如
来
の
身
は
金
剛
の
ご
と
き
体
で
あ
り
、
悪
行
は
す
で
に
断
っ
て
お
り
、
多
く
の
善
行
に
よ
る
功
徳
が
す
べ
て
集
積
さ
れ
た
身
で
あ
る
と

し
、
そ
の
体
に
は
病
も
悩
も
無
い
と
維
摩
詰
は
述
べ
る
。
こ
こ
で
の
如
来
と
は
、
経
典
の
文
脈
か
ら
し
て
釈
尊
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
こ

こ
で
金
剛
の
体
と
称
さ
れ
る
仏
身
は
、
先
の
『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
報
身
的
性
格
を
も
つ
第
一
身
の
法
性
身
と
同
内
容
で
あ
る
。
こ
の

後
、
維
摩
詰
は
仏
の
身
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
を
付
加
す
る
。

　

  

当
に
知
る
べ
し
阿
難
、
諸
の
如
来
の
身
は
即
ち
是
れ
法
身
に
し
て
思
欲
の
身
に
非
ず
。
仏
は
世
尊
為
り
。
三
界
を
過
ぐ
。
仏
身
無
漏

に
し
て
諸
漏
已
に
尽
く
す
。
仏
身
無
為
に
し
て
諸
数
に
堕
せ
ず
。
此
の
如
き
の
身
、
当
に
何
の
疾
か
有
る
べ
き
や
、
当
に
何
の
悩
か

有
る
べ
き
や
。
…
即
ち
空
中
の
声
を
聞
き
て
曰
く
、
阿
難
、
居
士
の
言
の
如
し
。
但
だ
仏
五
濁
悪
世
に
出
で
、
現
じ
て
斯
の
法
を
行

ず
る
は
衆
生
を
度
脱
せ
ん
が
為
な
り
。 

（
大
正
一
四
、五
四
二
a
）

維
摩
詰
は
、
釈
尊
を
含
む
諸
仏
の
身
と
は
、
思
欲
の
身
（
認
識
作
用
が
あ
る
身⒆
）
で
は
な
く
法
身
で
あ
る
と
説
く
。
法
身
の
説
明
と
し
て
、

煩
悩
を
断
じ
た
無
漏
の
身
で
あ
る
こ
と
と
、
為
・
不
為
か
ら
離
れ
た
無
為
で
あ
り
数
で
量
ら
れ
る
域
か
ら
脱
し
て
い
る
身
で
あ
る
こ
と
を
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説
き
、
そ
こ
に
病
や
悩
が
あ
る
は
ず
は
な
い
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
空
中
の
声
が
、
病
に
か
か
り
得
な
い
法
身
で
あ
る
仏
（
釈
尊
）
が
、
五

濁
の
世
に
出
現
し
、
病
を
現
じ
る
と
い
う
手
段
を
採
る
理
由
は
、
衆
生
を
教
化
し
済
度
す
る
こ
と
に
あ
る
と
阿
難
を
諭
す
。

方
便
品
の
焦
点
は
、「
ど
の
よ
う
な
行
い
に
基
づ
き
法
身
が
成
る
か
」
に
あ
っ
た
が
、
弟
子
品
に
お
い
て
は
「
法
身
が
ど
の
よ
う
な
も

の
か
」
に
視
点
が
移
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
方
便
品
で
は
そ
の
視
点
が
法
身
の
因
行
に
あ
っ
た
の
に
対
し
、
弟
子
品
で
は
因
行
に
よ
っ

て
成
さ
れ
た
果
の
様
相
に
視
点
が
あ
る
。『
大
智
度
論
』
初
品
・
放
光
釈
で
は
、
釈
尊
が
罪
報
や
病
を
受
け
る
の
は
、
衆
生
済
度
を
目
的

と
し
た
方
便
の
姿
で
あ
り
、
そ
れ
を
証
す
る
た
め
に
『
毘
摩
羅
詰
経
』
を
引
い
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。『
維
摩
経
』
の
相
当
箇

所
で
は
、
方
便
と
い
う
語
は
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
主
旨
は
『
大
智
度
論
』
が
引
く
も
の
と
内
容
に
大
差
な
い
。『
維
摩
経
』
弟
子
品
で
は
、

釈
尊
の
現
病
を
通
し
て
逆
説
的
に
法
身
の
妙
相
を
示
し
、
そ
こ
か
ら
衆
生
に
接
近
す
る
仏
の
側
面
を
示
す
と
い
う
構
成
で
あ
る
。

四
―
三　

見
阿
閦
仏
品　

如
来
観

『
維
摩
経
』
方
便
品
・
弟
子
品
と
異
な
り
、
見
阿
閦
仏
品
で
は
仏
を
い
か
に
観
ず
る
か
に
焦
点
が
あ
る
。

　

  

爾
の
時
世
尊
、
維
摩
詰
に
問
う
。
汝
如
来
を
見
ん
と
欲
す
る
に
、
何
等
を
以
て
如
来
を
観
ず
る
と
為
す
や
、
と
。
維
摩
詰
言
わ
く
、

自
ら
の
身
の
実
相
を
観
ず
る
が
如
く
、
仏
を
観
ず
る
も
亦
然
り
。
我
れ
如
来
を
観
ず
る
に
、
前
際
よ
り
来
た
ら
ず
、
後
際
に
は
去
ら

ず
、
今
に
は
則
ち
住
せ
ず
。
…
四
大
よ
り
起
る
に
非
ず
、
虚
空
に
同
じ
く
す
。
…
有
相
に
非
ず
、
無
相
に
非
ず
、
真
際
に
同
じ
く
し
、

法
性
に
等
し
く
す
。
称
す
べ
か
ら
ず
、
量
る
べ
か
ら
ず
、
諸
の
称
量
を
過
ぐ
。
…
一
切
の
言
説
を
以
て
分
別
顕
示
す
べ
か
ら
ず
。
世

尊
、
如
来
の
身
は
此
の
若
し
と
為
す
。
是
の
如
き
の
観
を
作
す
べ
し
。
斯
の
観
を
以
て
す
る
は
、
名
づ
け
て
正
観
と
為
す
。
若
し
他

の
観
な
れ
ば
、
名
づ
け
て
邪
観
と
為
す
、
と
。 

（
大
正
一
四
、五
五
四
c
―
五
五
五
a
）
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こ
こ
で
は
維
摩
詰
が
「
い
か
に
如
来
を
観
じ
る
か
」
と
釈
尊
に
問
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
維
摩
詰
は
、
自
身
の
実
相
を
見
る
か
の
よ
う

に
仏
を
観
じ
る
こ
と
が
、
正
し
い
如
来
の
見
方
で
あ
る
と
答
え
る
。
維
摩
詰
は
如
来
を
、
虚
空
な
ど
と
等
し
く
見
、
相
の
有
無
に
固
執
せ

ず
観
ず
る
な
ど
と
述
べ
る
よ
う
に
、
諸
法
実
相
と
そ
の
内
容
を
ほ
ぼ
同
じ
く
す
る
。
維
摩
詰
は
そ
の
よ
う
な
如
来
を
、
称
讃
す
る
こ
と
も

推
し
量
る
こ
と
も
で
き
ず
、
諸
の
称
量
す
る
尺
度
か
ら
過
ぎ
た
存
在
で
あ
り
、
言
葉
に
よ
っ
て
分
別
し
、
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ

る
。
以
上
の
維
摩
詰
が
提
示
す
る
如
来
観
は
、『
大
品
般
若
』
法
尚
品
や
『
中
論
』
が
示
す
如
来
観
と
同
趣
旨
で
あ
る
。
ま
た
如
来
を
い

か
に
観
ず
る
か
を
通
し
て
、
如
来
の
本
質
が
自
ら
の
身
の
本
質
と
同
じ
く
、
空
で
あ
り
不
可
得
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
に
お
い
て
、『
維
摩
経
』
中
の
仏
身
に
直
接
言
及
す
る
箇
所
を
見
た
。
同
じ
く
『
維
摩
経
』
に
説
か
れ
る
仏
身
と
い
え
ど
も
、
各

品
の
示
す
内
容
は
、
そ
の
視
点
や
役
割
が
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
。
方
便
品
で
は
法
身
の
因
行
に
、
弟
子
品
で
は
法
身
の
様
相
に
、
見
阿

閦
仏
品
で
は
如
来
の
本
質
が
諸
法
と
同
じ
く
空
で
あ
る
と
見
る
こ
と
に
、
各
々
の
視
座
が
あ
る
。
ま
た
『
維
摩
経
』
で
は
、「
仏
身
と
は

即
ち
法
身
な
り
」
と
説
く
よ
う
に
、
仏
は
本
来
法
身
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
方
便
品
・
弟

子
品
の
法
身
は
、『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
報
身
的
性
格
の
第
一
身
、
す
な
わ
ち
善
功
徳
を
積
集
し
て
成
り
、
妙
相
を
も
っ
て
説
か
れ
る

身
と
同
質
で
あ
る
。
見
阿
閦
仏
品
の
如
来
観
は
、『
大
品
般
若
』
法
尚
品
・『
中
論
』
の
如
来
観
、
ひ
い
て
は
『
大
智
度
論
』
釈
曇
無
竭
品

で
の
、
相
か
ら
離
れ
た
第
一
身
と
変
わ
ら
な
い
。
つ
ま
り
『
維
摩
経
』
に
お
い
て
も
、
二
種
の
第
一
身
が
確
認
で
き
る
と
言
え
る
。
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五　
『
注
維
摩
詰
経
』
に
お
け
る
僧
肇
の
仏
身
理
解

こ
れ
ま
で
、
僧
肇
が
活
動
し
た
当
時
の
仏
身
論
・
仏
陀
観
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
確
認
し
た
。
当
時
の
中
国
仏
教
界
に
お

い
て
絶
大
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
、『
大
智
度
論
』
の
二
身
説
、『
大
品
般
若
』
や
『
中
論
』
の
仏
陀
観
が
、
僧
肇
の
思
想
に
ど

う
関
与
し
て
い
る
の
か
を
、
以
降
『
注
維
摩
』
僧
肇
注
の
仏
身
理
解
・
仏
陀
観
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。
た
だ
し
『
注
維
摩
』
全
体
を
通

し
て
、
仏
の
色
身
や
父
母
生
身
に
は
あ
ま
り
言
及
さ
れ
な
い
た
め
、
必
然
的
に
法
身
・
法
性
身
を
中
心
と
し
た
検
討
と
な
ろ
う
。

五
―
一　

方
便
品
注

経
文
「
仏
身
と
は
即
ち
法
身
な
り
」
に
対
す
る
、
僧
肇
の
注
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

  

肇
曰
く
、
経
に
曰
く
、
法
身
と
は
虚
空
身
な
り
、
と
。
無
生
に
し
て
生
ぜ
ざ
る
こ
と
無
く
、
形
無
く
し
て
形
れ
ざ
る
こ
と
無
し
。
三

界
の
表
を
超
え
、
有
心
の
境
を
絶
し
、
陰
入
の
摂
め
ざ
る
所
、
称
讃
の
及
ば
ざ
る
所
な
り
。
寒
暑
も
其
の
患
を
為
す
こ
と
能
わ
ず
、

生
死
も
以
て
其
の
体
を
化
す
る
こ
と
無
き
が
故
に
。
其
の
物
為
る
や
、
微
妙
に
し
て
象
無
き
こ
と
、
有
と
為
す
べ
か
ら
ず
。
備
に
万

形
に
応
ず
る
こ
と
、
無
と
為
す
べ
か
ら
ず
。
八
極
に
弥
綸
す
る
こ
と
、
小
と
為
す
べ
か
ら
ず
。
細
か
に
無
間
に
入
る
こ
と
、
大
と
為

す
べ
か
ら
ず
。
故
に
能
く
生
を
出
で
て
死
に
入
り
、
無
窮
の
化
に
通
洞
し
、
変
現
す
る
こ
と
殊
方
に
し
て
無
端
の
求
に
応
ず
。
…
然

れ
ば
則
ち
法
身
は
天
に
在
り
て
天
為
り
、
人
に
在
り
て
人
な
り
。
豈
近
き
丈
六
を
捨
て
て
遠
き
法
身
を
求
む
べ
き
や
。

 

（
大
正
三
八
、三
四
三
a
）

右
の
注
釈
で
僧
肇
は
、
法
身
と
は
虚
空
身
で
あ
る
こ
と
を
経⒇
を
引
い
て
述
べ
る
。
そ
し
て
僧
肇
は
、
そ
の
虚
空
身
で
あ
る
法
身
と
は
ど
う
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い
う
も
の
で
あ
る
か
を
、「
生
じ
る
こ
と
も
形
れ
る
こ
と
も
無
い
が
、〔
か
と
い
っ
て
〕
生
じ
な
い
こ
と
も
形
れ
な
い
こ
と
も
無
い
」
と
述

べ
る
。
ま
た
僧
肇
は
法
身
に
つ
い
て
、
三
界
の
表
現
や
心
の
議
る
域
か
ら
超
出
し
て
お
り
、
五
蘊
や
六
根
六
境
の
範
疇
に
は
な
く
、
言
葉

で
称
讃
し
よ
う
と
し
て
も
十
分
に
尽
く
せ
ず
、
寒
暑
等
の
自
然
現
象
に
よ
る
患
い
も
生
死
の
変
化
も
そ
の
働
き
を
及
ぼ
す
こ
と
は
で
き
な

い
身
で
あ
る
と
も
解
釈
す
る
。
ま
ず
僧
肇
は
、
法
身
が
人
の
常
識
を
超
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
法
身
が
具
体
的

に
は
ど
う
い
う
点
で
人
の
常
識
か
ら
超
越
し
て
い
る
の
か
を
次
で
述
べ
て
い
く
。
そ
れ
は
法
身
が
有
と
も
無
と
も
大
と
も
小
と
も
言
い
表

す
こ
と
が
で
き
ず
、
生
か
ら
出
で
死
に
入
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
活
動
が
自
在
で
あ
る
点
で
あ
る
。
自
在
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
窮
ま
る
こ
と
の
無
い
教
化
に
関
し
て
通
達
し
て
お
り
、
際
限
の
無
い
様
々
な
求
め
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
僧
肇
は
釈
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
僧
肇
は
こ
の
注
釈
に
お
い
て
、
法
身
が
そ
の
活
動
に
お
い
て
自
在
で
あ
る
こ
と
が
、
人
の
憶
測
や
常
識
の
領
域
か
ら

超
越
し
て
お
り
、
そ
れ
故
に
教
化
が
く
ま
な
く
行
き
渡
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
肇
注
の
主
旨
は
、
法
身

が
人
の
常
識
か
ら
逸
脱
し
た
面
を
説
く
こ
と
の
み
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
注
の
冒
頭
で
僧
肇
が
「
無
生
而
無
不
生
、
無
形
而
無
不
形
」
と

述
べ
る
よ
う
に
、
法
身
の
超
越
的
な
側
面
を
確
立
さ
せ
つ
つ
も
、
そ
の
超
越
面
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
く
ま
な
く
応
ず
る
と
い
う
側
面
が
可

能
に
な
る
と
い
う
点
に
、
焦
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
無
生
而
無
不
生
、
無
形
而
無
不
形
」
は
、
僧
肇
の
仏
身
論
・
仏
陀
観
を
考
察

す
る
上
で
軸
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
詳
し
い
検
討
は
次
節
に
お
い
て
述
べ
た
い
。

方
便
品
注
に
お
け
る
僧
肇
の
法
身
解
釈
は
、『
大
智
度
論
』
釈
曇
無
竭
品
の
第
一
身
、
つ
ま
り
来
去
な
ど
の
相
か
ら
離
れ
て
い
る
、
と

い
う
点
で
は
共
通
す
る
。
ひ
い
て
は
『
大
品
般
若
』
な
ど
の
仏
陀
観
が
そ
の
根
底
に
あ
ろ
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
注
の
末

尾
に
お
い
て
「
法
身
は
天
に
在
り
て
天
為
り
、
人
に
在
り
て
人
な
り
。
豈
近
き
丈
六
を
捨
て
て
遠
き
法
身
を
求
む
べ
き
や
」
と
述
べ
て
い

る
こ
と
か
ら
、「
性
空
と
い
う
点
で
如
来
と
世
間
と
は
本
質
的
に
異
な
ら
な
い
」
と
す
る
『
中
論
』
の
如
来
観
が
よ
り
近
い
と
言
え
る
。
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先
に
見
た
よ
う
に
、『
維
摩
経
』
方
便
品
が
説
く
法
身
の
主
旨
は
、
ど
の
よ
う
な
行
い
に
よ
っ
て
法
身
と
い
う
身
が
成
就
す
る
か
に
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
平
井
一
九
九
五
は
、
こ
こ
で
僧
肇
が
虚
空
身
を
も
っ
て
報
身
を
解
釈
す
る
こ
と
は
い
さ
さ
か
無
理
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い

る21
（
七
七
―
七
八
頁
）。『
維
摩
経
』
方
便
品
の
経
文
「
無
量
の
功
徳
・
智
慧
よ
り
生
じ
」
以
降
は
、
法
身
の
因
行
を
列
挙
す
る
。
こ
れ
に

対
し
て
僧
肇
は
次
の
よ
う
に
注
を
な
す
。

　

  

肇
曰
く
、
夫
れ
極
妙
の
身
は
必
ず
極
妙
の
因
よ
り
生
ず
。
功
徳
・
智
慧
は
大
士
の
二
業
な
り
。
此
の
二
業
は
蓋
し
是
れ
万
行
の
初
門

に
し
て
、
泥

の
関
要
な
り
。
故
に
唱
言
し
て
之
れ
有
り
。
此
れ
よ
り
下
は
別
し
て
諸
行
を
列
す
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
皆
是
れ
無
為

無
相
の
行
な
り
。
無
相
無
為
を
行
ず
る
を
以
て
の
故
に
、
成
ず
る
所
の
法
身
も
亦
無
相
無
為
な
り
。 

（
大
正
三
八
、三
四
三
b
）

す
ぐ
れ
た
身
は
す
ぐ
れ
た
因
行
に
よ
っ
て
生
ず
る
と
い
う
僧
肇
の
注
は
、『
大
智
度
論
』
の
法
性
生
身
の
説
明
と
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。

『
大
智
度
論
』
と
肇
注
の
異
な
る
点
は
、
僧
肇
が
そ
の
因
行
を
「
無
相
無
為
の
行
」
と
し
、
無
相
無
為
を
行
じ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
因
行

の
果
報
で
あ
る
身
も
無
相
無
為
で
あ
る
、
と
理
解
し
て
い
る
点
で
あ
る22
。

僧
肇
が
こ
の
よ
う
に
理
解
し
た
背
景
に
は
、
平
井
一
九
九
五
（
前
掲
頁
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
法
身
と
呼
ば
れ
な
が
ら
後
の
報
身
的

性
格
を
持
つ
身
を
い
か
に
理
解
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、『
大
智
度
論
』
で
示
さ
れ
る
、
性
格
の
異
な
る
二
つ
の

第
一
身
、
す
な
わ
ち
、
功
徳
荘
厳
し
て
す
ぐ
れ
た
相
を
持
つ
法
身
と
、
相
か
ら
離
れ
た
法
身
と
を
、
い
か
に
理
解
す
べ
き
か
と
い
う
点
に

端
を
発
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
僧
肇
は
、
法
身
は
虚
空
身
と
し
て
、
ま
ず
相
を
離
れ
た
身
と
理
解
す
る
。
そ
し
て
す
ぐ
れ

た
因
行
に
よ
る
果
報
の
身
に
つ
い
て
は
、
そ
の
因
行
を
「
無
相
無
為
」
と
す
る
こ
と
で
、
成
就
す
る
身
も
「
無
相
無
為
」
で
あ
る
と
し
て

い
る23
。
僧
肇
は
、
報
身
的
性
格
の
法
身
を
、
無
相
無
為
の
行
に
よ
っ
て
無
相
無
為
の
法
身
が
成
就
す
る
と
の
よ
う
に
、「
行
の
報
い
た
身
」

と
い
う
報
身
的
性
格
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
も
、
そ
の
因
と
な
る
行
も
無
相
無
為
で
あ
る
と
理
解
し
、
問
題
の
解
決
に
至
っ
て
い
る
。
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五
―
二　

弟
子
品
注

弟
子
品
の
経
文
「
思
欲
の
身
に
非
ず
」
に
つ
い
て
、
僧
肇
は
次
の
よ
う
に
注
釈
を
付
す
。

　

  

肇
曰
く
、
三
界
有
待
の
形
は
思
欲
の
身
と
名
づ
く
る
な
り
。
法
身
の
義
は
已
に
之
れ
善
権
に
記
す
。 

（
大
正
三
八
、三
五
九
c
）

注
の
前
半
部
は
、
経
典
の
「
思
欲
の
身
」
に
対
す
る
解
説
で
あ
る
。
僧
肇
に
よ
れ
ば
、
思
欲
の
身
と
は
、
三
界
の
中
に
頼
り
に
す
る
も
の

が
あ
っ
て
存
続
す
る
身
体
を
い
う
。
こ
の
思
欲
身
に
対
す
る
法
身
の
説
明
は
、
先
の
方
便
品
の
注
に
譲
っ
て
い
る
が
、
続
く
経
文
「
仏
身

無
漏
に
し
て
諸
漏
已
に
尽
く
す
」
へ
の
注
で
は
、
次
の
よ
う
に
法
身
に
つ
い
て
の
説
明
を
付
加
し
て
い
る
。

　

  

肇
曰
く
、
夫
れ
法
身
は
虚
微
に
し
て
妙
に
常
境
を
絶
す
。
情
累
の
染
め
る
こ
と
能
わ
ず
、
心
想
の
議
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
故
に
曰
く
、

「
諸
漏
已
に
尽
き
」、「
三
界
を
過
ぎ
た
る
」
と
。
三
界
の
内
は
皆
有
漏
な
り
。 

（
大
正
三
八
、三
六
〇
a
）

こ
こ
で
僧
肇
は
、
経
典
中
で
三
界
を
超
越
し
て
お
り
、
諸
漏
が
す
で
に
尽
き
て
い
る
と
さ
れ
る
、
法
身
の
す
ぐ
れ
た
特
性
の
所
以
を
述
べ

て
お
り
、
内
容
は
什
注24
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
次
の
経
文
「
仏
身
無
為
に
し
て
諸
数
に
堕
せ
ず
」
へ
の
肇
注
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

  

肇
曰
く
、
法
身
は
無
為
に
し
て
為
さ
ざ
る
こ
と
無
し
。
為
さ
ざ
る
こ
と
無
き
が
故
に
身
の
病
有
る
を
現
ず
。
無
為
な
る
が
故
に
有
数

に
堕
せ
ず
。 

 （
大
正
三
八
、三
六
〇
a
）

こ
こ
で
僧
肇
は
法
身
に
つ
い
て
無
為
で
あ
り
な
が
ら
も
為
さ
な
い
こ
と
は
無
い
と
釈
す
る
。
法
身
は
「
無
不
為
」
で
あ
る
か
ら
そ
の
身
に

病
を
現
す
こ
と
が
で
き
、「
無
為
」
で
あ
る
か
ら
数
え
計
る
領
域
に
堕
落
す
る
こ
と
は
な
い
、
と
僧
肇
は
理
解
し
て
い
る
。
こ
の
理
解
に

関
し
て
は
什
注
の
見
解
と
同
じ
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
鳩
摩
羅
什
と
僧
肇
は
、
仏
身
の
特
質
を
「
無
為
」
と
し
て
、
衆
生
の
範
疇
か
ら

超
越
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
方
向
性
は
同
じ
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
僧
肇
に
お
い
て
は
、
更
に
思
索
が
展
開
し
て
い
る
と
言
っ
て
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よ
い
だ
ろ
う
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
法
身
仏
が
「
無
為
」
で
あ
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、「
無
為
」
で
あ
り
な
が
ら
「
無
不
為
」
で
あ
る
と

表
明
す
る
点
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
僧
肇
の
理
解
の
特
徴
で
あ
る
と
言
え
る
。「
無
不
為
（
為
さ
な
い
こ
と
が
無
い
）」
と
は
、
言
い
換
え

れ
ば
「
す
べ
て
の
こ
と
を
為
す
」
と
な
る
。
つ
ま
り
僧
肇
は
法
身
が
「
万
事
を
為
さ
ず
に
、
万
事
を
為
す
」
者
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

こ
れ
は
、
先
の
方
便
品
の
肇
注
の
法
身
の
解
釈
で
の
「
無
生
而
無
不
生
、
無
形
而
無
不
形
」
と
同
じ
構
造
を
持
つ25
。
こ
の
肇
注
で
は
、
法

身
が
無
為
で
あ
り
な
が
ら
も
万
事
に
お
い
て
為
す
具
体
的
事
例
と
し
て
、
釈
尊26
の
「
現
病
」
を
挙
げ
て
い
る
。「
無
不
為
」
と
い
う
か
ら

に
は
、
身
に
病
を
現
じ
る
こ
と
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
か
と
い
っ
て
「
無
為
」
で
あ
る
か
ら
数
え
計
る
と
い
う
有
為
有
漏
の
領
域
に
落

ち
と
ど
ま
る
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
僧
肇
の
法
身
理
解
は
、
鳩
摩
羅
什
と
若
干
の
差
異
が
あ
る
。
法
身
仏
は
「
無
為
」
と
い
う
超
越
的
な
特
質
を
持
つ
と
理
解

す
る
点
で
は
、
鳩
摩
羅
什
・
僧
肇
は
同
じ
方
向
性
で
あ
る
。
し
か
し
僧
肇
は
、
超
越
的
な
特
質
が
あ
る
法
身
仏
の
作
用
を
「
無
不
為
」
と

表
し
、
そ
の
作
用
の
普
遍
性
に
ま
で
言
及
す
る
。
僧
肇
は
法
身
に
つ
い
て
「
無
為
而
無
不
為
」
と
表
し
、
こ
の
一
句
中
に
法
身
仏
の
本
質

と
作
用
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
を
ま
と
め
て
い
る27
。
さ
ら
に
言
え
ば
、僧
肇
は
『
大
智
度
論
』
で
第
二
身
と
さ
れ
る
、方
便
に
よ
っ

て
衆
生
の
法
に
順
じ
て
い
く
仏
の
側
面
を
、
衆
生
に
対
す
る
法
身
の
作
用
と
し
て
見
て
い
る
点
は
、
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
以
上
に
引
い
た
注
で
は
、
法
身
仏
の
本
質
と
作
用
の
関
係
性
、
特
に
法
身
の
本
質
が
超
越
的
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
作

用
の
普
遍
性
・
自
在
さ
が
確
固
た
る
も
の
と
な
る
理
由
は
説
明
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
別
の
文
に
よ
っ
て
、
そ
の
関
連
を
確
認
し
た
い
。

　

  

夫
れ
有
作
を
以
て
の
故
に
作
さ
ざ
る
所
有
り
。
法
身
は
無
作
を
以
て
の
故
に
作
さ
ざ
る
所
無
き
な
り
。 

（
大
正
三
八
、三
五
五
a
）

「
作
す
」
と
い
う
行
為
が
有
る
こ
と
は
、
同
時
に
行
為
と
し
て
「
作
さ
ぬ
」、
つ
ま
り
行
為
が
及
ば
な
い
こ
と
が
生
み
出
さ
れ
る
、
と
僧
肇

は
論
じ
て
い
る
。
僧
肇
は
こ
の
論
理
を
逆
転
さ
せ
、
行
為
と
し
て
「
作
す
」
こ
と
が
無
け
れ
ば
、
同
時
に
及
ば
な
い
行
為
も
無
い
と
論
ず
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る
。
こ
れ
と
同
様
の
論
述
は
、『
老
子
』
第
四
十
八
章
の
王
弼
注
に
も
確
認
で
き
る28
。
僧
肇
の
著
作
で
は
最
初
期
に
当
る
『
肇
論
』「
般
若

無
知
論
」
に
お
け
る
一
切
知
の
解
釈29
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

僧
肇
は
法
身
仏
の
特
質
を
「
無
生
」「
無
為
」
な
ど
と
理
解
し
、衆
生
の
側
か
ら
す
れ
ば
容
易
に
知
覚
で
き
な
い
超
越
的
な
存
在
と
し
た
。

「
無
生
」「
無
為
」
で
あ
る
こ
と
は
、
同
時
に
通
常
「
生
」
や
「
為
」
で
生
じ
る
限
定
的
な
枠
組
を
取
り
払
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
し
た

が
っ
て
、法
身
仏
は
「
無
生
」「
無
為
」
と
い
っ
た
本
質
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、衆
生
へ
は
た
ら
く
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、尚
且
つ
「
無
不
生
」・

「
無
不
為
」
で
表
さ
れ
る
よ
う
に
作
用
の
普
遍
性
・
自
在
性
を
裏
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
―
三　

見
阿
閦
仏
品
注

僧
肇
は
見
阿
閦
仏
品
の
経
文
「
維
摩
詰
言
わ
く
…
仏
を
観
ず
る
も
亦
然
り
」
に
対
し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

  

肇
曰
く
、
仏
と
は
何
ぞ
や
。
蓋
し
理
を
窮
め
性
を
尽
く
す
大
覚
の
称
な
り
。
其
の
道
虚
玄
に
し
て
固
よ
り
以
て
妙
に
常
境
を
絶
す
。

心
は
智
を
以
て
知
る
べ
か
ら
ず
、
形
は
像
を
以
て
測
る
べ
か
ら
ず
。
万
物
の
為い

に
同
じ
く
し
て
、
不
為
の
域
に
居
す
。
言
数
の
内
に

処
し
て
、
無
言
の
郷
に
止
ま
る
。
有
に
非
ず
し
て
無
と
為
す
べ
か
ら
ず
。
無
に
非
ず
し
て
有
と
為
す
べ
か
ら
ず
。
寂
寞
虚
曠
に
し
て

物
の
測
る
こ
と
能
わ
ず
、
名
づ
く
る
所
以
を
知
ら
ず
、
故
に
強
い
て
之
れ
覚
と
謂
う
。
其
の
至
と
為
す
や
、
亦
以
て
極
る
な
り
。
何

と
な
れ
ば
則
ち
夫
れ
得
る
者
に
同
じ
く
し
て
得
る
も
亦
之
を
得
。
失
う
者
に
同
じ
く
し
て
失
う
も
亦
之
を
得
。
是
を
以
て
す
れ
ば
則

ち
真
な
れ
ば
真
に
同
じ
く
し
、
偽
な
れ
ば
偽
に
同
じ
く
す
。
如
来
霊
照
冥
諧
に
し
て
彼
の
実
相
と
一
な
り
。
実
相
の
相
は
即
ち
如
来

の
相
な
り
。 

（
大
正
三
八
、四
一
〇
a
）

こ
の
注
は
、
如
来
（
仏
）
と
は
何
か
に
始
ま
り
、
最
終
的
に
如
来
と
事
物
の
実
相
が
同
質
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
僧
肇
は
「
仏
」
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と
呼
ば
れ
る
の
は
「
大
覚
」
と
い
う
特
質
を
誉
め
た
呼
び
名
で
あ
る
と
し
、そ
の
「
大
覚
」
に
つ
い
て
は
「
窮
理
尽
性
」
と
い
う
『
周
易
』

説
卦
伝
冒
頭
に
あ
る
文30
を
借
り
て
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
語
を
用
い
て
僧
肇
は
、
仏
と
は
人
間
を
含
め
た
事
物
の
道
理
と
本
質
に
つ
い
て

悟
っ
た
者
と
理
解
し
て
い
る
。
そ
し
て
事
物
の
道
理
と
は
非
現
実
的
で
奥
深
く
、
も
と
よ
り
通
常
の
認
識
対
象
の
域
か
ら
は
る
か
に
超
越

し
て
い
る
と
す
る
。
僧
肇
の
視
点
は
、
こ
こ
ま
で
は
何
を
も
っ
て
仏
の
正
覚
と
な
す
か
に
置
か
れ
て
い
る
。
次
に
こ
れ
を
悟
っ
た
仏
は
ど

の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
か
に
つ
い
て
視
点
が
移
さ
れ
る
。
仏
の
心
は
智
と
い
う
作
用
で
知
る
こ
と
は
で
き
ず
、
仏
の
形
も
色
像
に
よ
っ
て

観
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
僧
肇
が
述
べ
る
よ
う
に
、
事
物
の
道
理
と
同
様
に
そ
れ
を
悟
っ
た
仏
も
、
感
覚
器
官
が
作
用
す
る
対
象

が
表
す
領
域
を
越
え
て
い
る
と
解
釈
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
僧
肇
は
道
理
に
し
ろ
そ
れ
を
悟
っ
た
仏
に
し
ろ
、
常
人
の
認
識
・
知
覚
の
範

疇
を
過
ぎ
た
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
続
い
て
僧
肇
の
視
点
は
、
道
理
を
悟
っ
た
仏
の
、
世
間
に
対
す
る
は
た
ら
き
に
移
る
。
仏
は

全
て
の
事
物
の
為
す
事
に
同
調
し
な
が
ら
不
為
の
域
に
佇
み
、
言
葉
の
法
則
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
で
い
て
言
葉
を
絶
し
た
域
に
住

ま
う
と
釈
す
る
。
こ
こ
で
僧
肇
は
仏
が
、
衆
生
の
憶
測
の
範
囲
に
順
応
す
る
面
と
、
そ
れ
を
絶
し
た
面
と
を
併
せ
持
っ
て
い
る
こ
と
を
述

べ
る
。
そ
し
て
仏
も
仏
が
悟
っ
た
道
理
も
、
有
で
は
な
い
が
無
と
も
言
え
ず
、
無
で
は
な
い
が
有
と
も
言
え
な
い
よ
う
に
、
有
無
に
代
表

さ
れ
る
相
対
的
な
分
別
を
超
え
た
存
在
と
す
る
。
そ
の
様
子
は
ひ
っ
そ
り
と
静
か
で
虚
し
く
広
大
で
あ
り
、
そ
れ
を
衆
生
が
見
極
め
る
こ

と
は
で
き
ず
、
そ
の
名
が
本
づ
く
理
由
を
知
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
強
い
て
名
づ
け
れ
ば
「
覚
」
で
あ
る
と
僧
肇
は
解
釈

す
る
。
ま
た
道
理
は
、
得
失
で
表
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
悟
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
道
理
が
周
到
に
行
き
届
く
こ
と
が
頂
点

に
達
す
る
根
拠
と
な
る
。
そ
し
て
仏
は
真
・
偽
の
ど
ち
ら
に
同
調
し
て
も
、
そ
の
霊
照
（
不
可
思
議
な
智
の
作
用
）
が
冥
諧
（
自
己
を
な

く
し
な
ず
む
）
と
し
て
い
る
点
は
、
悟
っ
た
道
理
と
同
じ
で
あ
る
と
述
べ
る
。
僧
肇
は
こ
の
注
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
と
作
用
に
つ
い
て
、

事
物
の
道
理
と
如
来
と
は
同
質
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
僧
肇
の
注
釈
の
所
説
は
、
先
に
見
た
『
大
品
般
若
』
法
尚
品
や
『
中
論
』
所
説
の
如
来
観
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
こ
で
も
僧
肇
は
弟
子
品
注
と
同
様
に
、
特
質
と
作
用
と
い
う
視
点
か
ら
仏
を
解
釈
し
て
い
る
。

六　

結

以
上
、『
大
智
度
論
』『
中
論
』『
維
摩
経
』
に
代
表
さ
せ
て
鳩
摩
羅
什
訳
出
経
論
の
仏
陀
観
・
仏
身
観
を
、
ま
た
『
注
維
摩
』
に
よ
っ

て
僧
肇
の
仏
身
・
仏
陀
理
解
を
確
認
し
、
そ
れ
ら
の
関
係
を
考
察
し
た
。

ま
ず
『
大
智
度
論
』
に
説
か
れ
る
二
身
説
を
確
認
し
た
。『
大
智
度
論
』
の
二
身
説
が
整
理
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

先
学
の
指
摘
の
通
り
で
あ
る
。『
大
智
度
論
』
の
二
身
説
の
二
身
を
、
第
一
身
と
第
二
身
に
分
け
る
な
ら
ば
、
そ
の
第
一
身
に
つ
い
て
、

初
品
釈
と
釈
曇
無
竭
品
に
説
か
れ
る
内
容
は
異
な
る
。
初
品
の
第
一
身
は
、
後
世
「
報
身
」
と
さ
れ
る
仏
身
の
性
格
が
強
く
、
功
徳
が
積

集
し
て
成
り
、
す
ぐ
れ
た
相
を
も
っ
て
説
示
さ
れ
る
。
一
方
、
釈
曇
無
竭
品
の
第
一
身
は
、
相
か
ら
離
れ
た
身
で
あ
り
、
人
間
の
憶
測
で

は
か
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
と
し
て
説
か
れ
る
。『
大
智
度
論
』
は
、
以
上
の
二
種
の
第
一
身
と
、
第
二
身
と
の
対
に
よ
る
二
身
説
で

あ
る
。
後
者
の
第
一
身
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
『
大
品
般
若
』『
中
論
』
に
説
か
れ
る
仏
陀
観
に
基
づ
い
た
仏
身
論
で
あ
る
。
ま
た
『
大

智
度
論
』
と
同
様
に
、『
維
摩
経
』
に
お
い
て
も
、
報
身
的
性
格
の
法
身
と
、
相
を
有
し
な
い
仏
身
が
確
認
で
き
た
。

僧
肇
は
『
注
維
摩
』
に
お
い
て
一
貫
し
て
法
身
を
虚
空
身
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
大
智
度
論
』
の
仏
身
二
種
、
特
に
『
大

品
般
若
』
や
『
中
論
』
の
仏
陀
観
に
基
づ
い
た
仏
身
論
に
背
景
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
僧
肇
は
そ
れ
を
「
仏

の
二
種
の
身
が
あ
る
」
と
は
明
確
に
は
言
わ
ず
、「
虚
空
身
」
と
言
う
の
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
僧
肇
は
『
大
智
度
論
』
の
第
二
身
に
相
当
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す
る
身
を
、
仏
の
二
側
面
の
一
と
し
て
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
法
身
仏
が
具
え
る
本
質
と
そ
の
は
た
ら
き
（
作
用
）
と
し
て
理
解
す
る

こ
と
に
徹
底
し
て
い
る
。
そ
れ
は
僧
肇
が
法
身
に
関
し
て
「
無
為
而
無
不
為
」
な
ど
と
記
す
こ
と
に
現
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
僧
肇
の
独
自

性
が
あ
る
。
か
と
い
っ
て
、
僧
肇
の
思
索
上
に
お
い
て
『
大
智
度
論
』
の
二
身
説
が
全
く
関
与
し
て
い
な
い
の
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な

い
。
僧
肇
は
法
身
を
虚
空
身
と
し
、
そ
の
本
質
を
「
無
為
」
と
し
、
衆
生
済
度
の
た
め
の
作
用
に
つ
い
て
「
無
不
為
」
と
す
る
。
つ
ま
り

法
身
仏
を
、
そ
の
本
質
の
面
か
ら
、
ま
た
そ
の
世
間
へ
の
作
用
の
面
か
ら
見
た
、
と
い
う
法
身
観
が
「
無
為
而
無
不
為
」
で
あ
る
。『
大

智
度
論
』
が
二
種
の
仏
身
を
通
し
て
示
し
た
、
一
仏
を
異
な
る
二
側
面
か
ら
見
る
仏
身
観
は
、
僧
肇
の
法
身
観
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注⑴　

僧
肇
の
生
没
年
代
、
特
に
生
年
に
つ
い
て
は
、『
高
僧
伝
』
の
記
述
（
大
正
五
〇
、三
六
五
a
―
三
六
六
a
）
で
は
矛
盾
が
生
じ
る
。
詳
し
く
は
塚

本
善
隆
「
仏
教
史
上
に
お
け
る
肇
論
の
意
義
」（
塚
本
善
隆
編
『
肇
論
研
究
』、
一
一
三
―
一
六
五
頁
、
法
蔵
館
、
一
九
五
五
年
）
参
照
。

⑵　

こ
こ
で
言
う
旧
『
維
摩
経
』
と
は
、鳩
摩
羅
什
以
前
の
訳
を
指
す
。
す
な
わ
ち
現
代
で
い
う
と
こ
ろ
の
古
訳
を
指
す
が
、現
存
す
る
の
は
支
謙
訳
『
仏

説
維
摩
詰
経
』（
大
正
一
四
所
収
）
の
み
で
あ
る
。『
出
三
蔵
記
集
』
に
よ
れ
ば
、
竺
法
護
訳
・
竺
叔
蘭
訳
も
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
（
大
正
五
五
、七
c

及
び
九
c
）
が
、
現
在
は
散
佚
し
て
い
る
。

⑶　

慧
皎
『
高
僧
伝
』「
僧
肇
伝
」、
大
正
五
〇
、三
六
五
a
。

⑷　
『
老
子
』
第
三
十
七
章
、
第
四
十
八
章
に
み
ら
れ
る
、
理
想
的
な
為
政
者
の
あ
り
方
を
表
わ
す
文
で
あ
る
。

⑸　

代
表
的
な
研
究
と
し
て
、
福
永
光
司
「
僧
肇
と
老
荘
思
想

―
郭
象
と
僧
肇

―
」（
塚
本
善
隆
編
『
肇
論
研
究
』、
二
五
二
―
二
七
一
頁
、
法
蔵
館
、

一
九
五
五
年
）、山
田
和
夫
「「
注
維
摩
詰
経
」
の
僧
肇
注
と
老
荘
思
想

―
僧
肇
と
郭
象

―
」（『
仏
教
思
想
史
』
第
2
号
〈
仏
教
と
他
教
と
の
対
論
〉、

一
四
七
―
一
七
八
頁
、
平
楽
寺
書
店
、
一
九
八
〇
年
）、
谷
川
理
宣
「『
注
維
摩
経
』（
仏
国
品
・
方
便
品
）
僧
肇
注
に
お
け
る
中
国
的
思
考
に
つ
い
て
」
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（『
印
仏
研
』
二
四
―
一
、二
四
二
―
二
四
五
頁
、
一
九
七
五
年
）・「
僧
肇
に
お
け
る
「
仏
」
の
理
解

―
至
人
と
法
身

―
」（『
印
仏
研
』
二
九
―
一
、

三
〇
二
―
三
〇
五
頁
、
一
九
八
〇
年
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
玄
学
の
中
で
も
特
に
『
荘
子
注
』
を
著
し
た
西
晋
の
郭
象
（
二
五
二
？
―

三
一
二
）
と
の
思
想
比
較
は
、
最
も
為
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
郭
象
と
僧
肇
の
思
想
の
共
通
点
・
相
異
点
が
あ
る
程
度
明
確
に
な
っ
て
い
る
。

特
に
両
者
が
究
竟
者
を
物
体
（
対
象
物
）
と
し
て
観
て
お
ら
ず
、
は
た
ら
き
そ
の
も
の
と
し
て
観
る
点
に
共
通
性
が
あ
り
、
物
（
人
間
）
に
つ
い
て

の
理
解
が
、
郭
象
は
自
得
安
分
の
存
在
と
し
て
、
僧
肇
は
縁
起
的
存
在
と
し
て
理
解
し
て
い
る
点
で
相
異
す
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

⑹　

武
田
公
裕
「
僧
肇
の
法
身
観

―
曇
鸞
二
種
法
身
説
の
一
背
景
と
し
て

―
」（『
龍
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要　

人
文
科
学
』
一
九
、五
八
―
七
一

頁
、
一
九
九
八
年
）
は
僧
肇
の
法
身
理
解
の
構
造
を
明
確
に
し
て
い
る
。

⑺　

古
田
和
弘
「
竺
道
生
の
法
身
無
色
説
」（『
印
仏
研
』
一
七
―
二
、一
二
七
―
一
二
九
頁
、
一
九
六
九
年
）
は
『
注
維
摩
』
に
お
け
る
道
生
と
僧
肇
の

法
身
解
釈
を
比
較
し
相
違
点
を
明
確
に
し
て
い
る
（
一
二
八
頁
）。
木
村
宣
彰
「
五
種
法
身
説

―
中
国
仏
教
初
期
に
お
け
る
法
身
説
の
一
類
型

―
」

（『
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
四
八
、一
一
―
二
八
頁
、
一
九
八
八
年
）
は
、
僧
叡
の
法
身
説
の
内
容
と
そ
の
思
想
史
上
の
意
義
を
検
討
し
て
お
り
、
そ
の
中

で
什
門
下
に
お
け
る
法
身
の
共
通
理
解
を
指
摘
し
て
い
る
（
一
八
頁
な
ど
）。

⑻　

こ
の
よ
う
な
見
解
を
も
つ
主
な
研
究
と
し
て
以
下
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
宇
井
伯
寿
「
大
智
度
論
に
於
け
る
法
身
説
」（『
印
度
哲
学
研
究　

第
四
』、
四
〇
一
―
四
二
四
頁
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）、
神
子
上
恵
龍
『
弥
陀
身
土
思
想
の
展
開
』
三
五
―
三
九
頁
（
永
田
文
昌
堂
、

一
九
五
〇
年
）、
三
桐
慈
海
「
浄
土
論
註
法
身
説
の
背
景
」（『
大
谷
学
報
』
四
一
―
四
、六
〇
―
六
九
頁
、
一
九
六
二
年
）、
織
田
顕
祐
「
仏
身
観
の
展

開
か
ら
見
た
曇
鸞
の
方
便
法
身
の
概
念
に
つ
い
て
」（『
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
九
三
、一
―
二
〇
頁
、
二
〇
一
一
年
）。

⑼　

ル
ー
ベ
ン
・
ア
ビ
ト
「
仏
身
論
の
展
開

―
三
身
説
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て

―
」（『
宗
教
研
究
』
五
二
―
二
（
通
二
三
七
）、
一
―
二
一
頁
、

一
九
七
八
年
）。

⑽　

河
村
孝
照
「
大
乗
涅
槃
経
に
お
け
る
法
身
思
想
の
一
考
察
」（『
東
洋
学
研
究
』
三
、一
五
―
三
九
頁
、
一
九
六
九
年
）。
こ
の
論
文
で
は
、『
大
智
度

論
』
に
説
明
さ
れ
る
菩
薩
の
法
身
と
は
、
菩
薩
が
無
生
法
忍
を
得
て
肉
身
を
捨
て
た
後
に
受
け
る
身
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
諸
法
実
相
・
不
可
得
空

で
あ
る
仏
の
法
身
と
同
質
で
あ
る
が
、
衆
生
を
教
化
す
る
と
い
う
目
的
の
上
で
、
菩
薩
が
法
の
身
体
を
も
つ
点
に
、
そ
の
特
徴
が
あ
る
と
論
じ
て
い

る
（
一
八
―
二
三
頁
）。

⑾　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
曽
根
宣
雄
「『
往
生
論
註
』
所
説
の
二
身
説
と
『
大
智
度
論
』
所
説
の
二
身
論
に
つ
い
て
」（『
仏
教
文
化
研
究
』
五
一
、二
七



28

―
三
五
頁
、
二
〇
〇
七
年
）
を
大
い
に
参
考
に
し
た
。
た
だ
し
こ
の
論
文
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
『
大
智
度
論
』
巻
二
十
九
の
二
身
説
に
つ
い
て
は
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
二
諦
説
に
基
づ
き
示
さ
れ
た
二
身
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
考
察
の
対
象
か
ら
外
し
て
い
る
。

⑿　
「
爾
の
時
世
尊
、
師
子
座
の
上
に
在
り
て
坐
し
、
三
千
大
千
国
土
中
に
於
い
て
其
の
徳
特
に
尊
く
し
て
、
光
明
色
像
威
徳
巍
巍
と
し
て
、
遍
く
十
方

恒
河
沙
等
の
如
き
諸
仏
の
国
土
に
至
る
こ
と
、
譬
え
ば
須
弥
山
王
の
光
色
殊
特
な
る
こ
と
衆
山
の
能
く
及
ぶ
者
無
き
が
如
し
」（
大
正
八
、二
一
七
c

―
二
一
八
a
）。

⒀　

一
、
梵
志
の
女
で
あ
る
孫
陀
利
に
謗
ら
れ
る
。
二
、
旃
遮
婆
羅
門
の
女
に
謗
ら
れ
る
。
三
、
提
婆
達
に
足
の
大
指
を
傷
つ
け
ら
れ
る
。
四
、
逬
木

に
よ
っ
て
脚
を
刺
さ
れ
る
。
五
、
毘
樓
璃
王
が
兵
を
興
し
、
諸
の
釈
迦
族
を
滅
ぼ
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
頭
痛
を
患
う
。
六
、
阿
耆
達
多
婆
羅
門
の

請
い
を
受
け
て
、
馬
麦
を
食
す
。
七
、
冷
風
に
よ
っ
て
脊
を
痛
め
る
。
八
、六
年
間
に
及
ぶ
苦
行
。
九
、
婆
羅
門
の
聚
落
で
乞
食
す
る
も
、
何
も
得
ら

れ
ず
空
鉢
の
ま
ま
還
る
。
以
上
が
九
つ
の
難
と
さ
れ
る
。
寒
暑
の
患
い
は
、
冬
至
の
前
後
八
夜
に
寒
風
が
竹
を
破
り
、
三
衣
を
索
め
て
寒
を
禦ふ

せ

い
だ

こ
と
、
そ
し
て
熱
を
患
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
阿
難
が
仏
を
扇
い
だ
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
（
大
正
二
五
、一
二
一
c
）。

⒁　
『
毘
摩
羅
詰
経
』
に
つ
い
て
は
、
木
村
宣
彰
「
維
摩
詰
経
と
毘
摩
羅
詰
経
」（『
中
国
仏
教
思
想
研
究
』
二
七
七
―
三
〇
一
頁
、
法
蔵
館
、
二
〇
〇
九

年
）
参
照
。
な
お
こ
の
論
文
で
は
、『
毘
摩
羅
詰
経
』
と
は
、
鳩
摩
羅
什
が
『
維
摩
詰
所
説
経
』
よ
り
先
に
草
稿
と
し
て
訳
し
た
維
摩
経
で
あ
り
、『
注

維
摩
詰
経
』
に
お
け
る
「
別
本
」
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

⒂　
『
大
智
度
論
』
に
引
か
れ
た
『
毘
摩
羅
詰
経
』
で
は
、
維
摩
詰
が
阿
難
に
対
し
て
語
っ
て
い
る
が
、
現
存
漢
訳
（
支
謙
訳
・
鳩
摩
羅
什
訳
・
玄
奘
訳
）

は
す
べ
て
、同
内
容
の
箇
所
は
「
空
中
の
声
」
が
阿
難
に
語
っ
て
い
る
。
ま
た
諸
漢
訳
は
該
当
箇
所
に
つ
い
て
、身
に
病
あ
る
と
い
う
釈
尊
は
「
方
便
」

で
あ
る
と
の
記
述
は
な
い
が
、
そ
の
主
旨
は
『
大
智
度
論
』
所
引
の
も
の
と
変
わ
り
な
い
。

⒃　

大
正
八
、二
一
九
b
。

⒄　

神
子
上
一
九
五
〇
（
注
⑻
参
照
）、
三
九
―
四
二
頁
。『
国
訳
一
切
経
』
の
真
野
正
順
著
の
解
題
で
も
同
様
に
、『
中
論
』
の
思
想
は
「
消
極
的
否
定

的
部
面
」
が
強
調
さ
れ
る
が
、『
大
智
度
論
』
の
思
想
は
そ
れ
か
ら
一
歩
展
開
し
、
批
判
の
後
の
「
積
極
的
肯
定
的
部
面
」
を
強
調
し
た
点
に
お
い
て

仏
教
史
上
重
要
な
地
位
に
あ
る
と
述
べ
る
（
一
頁
）。

⒅　

こ
こ
で
省
略
し
た
も
の
は
以
下
の
通
り
。
六
波
羅
蜜
、
方
便
、
六
神
通
、
三
明
、
三
十
七
道
品
、
止
観
、
十
力
・
四
無
所
畏
・
十
八
不
共
法
、
一

切
の
不
善
法
を
断
じ
一
切
の
善
法
を
集
め
る
こ
と
、
真
実
、
不
放
逸
（
大
正
一
四
、五
三
九
c
）。
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⒆　
「
思
欲
身
」
は
、
梵
文
和
訳
で
「
飲
食
身
（
食
べ
物
に
よ
っ
て
養
わ
れ
た
身
）」
と
さ
れ
る
（
高
橋
尚
夫
・
西
野
翠
訳
『
梵
文
和
訳　

維
摩
経
』、
春

秋
社
、
二
〇
一
一
年
、
六
五
頁
、
二
五
七
頁
注
１
０
２
）。

⒇　

大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所　

注
維
摩
詰
経
研
究
会
編
『
対
訳
注
維
摩
詰
経
』（
山
喜
房
仏
書
林
、二
〇
〇
〇
年
）
の
注
で
は
、『
放
光
般
若
経
』（
大

正
八
、一
四
五
a
）
の
一
文
を
挙
げ
て
い
る
（
七
四
〇
頁
）。

21　

平
井
俊
栄
「
東
ア
ジ
ア
仏
教
の
仏
陀
観
」（
高
崎
直
道
・
木
村
清
孝
編
『
シ
リ
ー
ズ
・
東
ア
ジ
ア
仏
教
Ⅰ　

東
ア
ジ
ア
仏
教
と
は
何
か
』、
六
九
―

九
六
頁
、
春
秋
社
、
一
九
九
五
年
）。

22　

木
村
一
九
八
八
（
注
⑺
参
照
）
は
、
こ
の
よ
う
に
因
の
面
か
ら
法
身
を
論
じ
て
い
る
の
は
、
鳩
摩
羅
什
・
僧
叡
・
僧
肇
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
見

解
で
あ
る
と
指
摘
す
る
（
一
八
頁
）。

23　

僧
肇
は
弟
子
品
注
の
別
の
箇
所
で
、「
夫
れ
無
為
の
果
有
れ
ば
必
ず
無
為
の
因
有
り
。
因
果
相
を
同
じ
く
す
る
は
自
然
の
道
な
り
。」（
大
正

三
八
、三
五
七
c
）
と
も
述
べ
て
い
る
。

24　

鳩
摩
羅
什
は
、「
什
曰
く
、
法
身
に
三
種
有
り
。
一
に
は
法
の
化
生
身
な
り
、
金
剛
身
は
是
れ
な
り
。
二
に
は
五
分
法
身
な
り
。
三
に
は
諸
法
実
相

和
合
し
て
仏
と
為
る
。
故
に
実
相
も
亦
法
身
と
名
づ
く
る
な
り
」（
大
正
三
八
、三
五
九
c
）
と
注
し
、
法
身
に
三
種
あ
る
こ
と
を
示
し
た
上
で
、
経

文
の
「
金
剛
の
体
」
と
は
「
法
化
生
身
」
に
相
当
す
る
こ
と
を
説
明
す
る
。
こ
の
「
法
化
生
身
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
経
文
「
思
欲
の
身
に
非
ず
」

に
対
す
る
注
釈
で
、「
什
曰
く
、
肉
身
に
非
ざ
れ
ば
即
ち
法
の
化
身
な
り
。
三
界
の
形
に
非
ざ
る
が
故
に
三
界
を
過
ぐ
。
生
滅
有
り
と
雖
も
而
も
老
病

の
衆
悩
、
十
事
の
患
無
き
が
故
に
無
漏
と
名
づ
く
。
無
漏
な
れ
ば
則
ち
体
は
衆
為
を
絶
す
。
故
に
無
為
と
名
づ
く
。
形
は
五
道
を
超
え
物
の
数
に
非

ざ
る
が
故
に
無
数
と
曰
う
な
り
」（
大
正
三
八
、三
五
九
c
）
と
解
説
す
る
。
鳩
摩
羅
什
が
説
明
す
る
法
化
生
身
の
も
つ
性
格
と
そ
の
所
以
は
、
僧
肇

と
同
見
解
で
あ
る
。

25　

こ
の
よ
う
な
構
造
を
持
つ
文
は
、
僧
肇
の
著
作
に
お
い
て
頻
繁
に
確
認
で
き
る
。

26　

こ
の
箇
所
に
お
け
る
、「
身
の
病
有
る
を
現
ず
る
」
の
は
、
維
摩
詰
も
含
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

27　

平
井
一
九
九
五
（
注
21
参
照
）
は
、「
無
生
」
で
あ
る
法
身
と
、「
無
不
生
」
で
あ
る
応
化
身
と
の
相
即
関
係
を
説
く
と
し
、
こ
こ
に
僧
肇
の
仏
身

説
の
特
徴
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
七
五
頁
）。
ま
た
武
田
一
九
九
八
（
注
⑹
参
照
）
で
は
、
僧
肇
は
「
無
生
」
を
本
体
と
し
、「
無
不
生
」
を
そ

の
用
と
し
て
、
そ
れ
ら
が
同
一
の
法
身
の
二
面
性
を
指
し
、
さ
ら
に
そ
の
二
面
が
同
時
的
で
あ
り
相
即
す
る
関
係
に
あ
る
と
述
べ
、
僧
肇
が
体
用
相



30

即
の
理
論
に
よ
っ
て
法
身
を
理
解
し
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
（
六
七
頁
）。

28　
『
老
子
』
四
十
八
章
「
之
を
損
し
又
損
し
、
以
て
無
為
に
至
る
。
無
為
に
し
て
而
も
為
さ
ざ
る
無
し
」
に
対
す
る
王
弼
の
注
は
次
の
通
り
。「
有
為

な
れ
ば
則
ち
失
う
所
有
り
。
故
に
無
為
な
れ
ば
乃
ち
為
さ
ざ
る
所
無
き
な
り
」（
樓
宇
烈 

校
釈
『
新
編
諸
子
集
成　

老
子
道
徳
経
注
校
釈
』
一
二
八
頁
、

中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）。

29　

僧
肇
は
「
般
若
無
知
論
」
で
「
夫
れ
知
る
所
有
れ
ば
、
則
ち
知
ら
ざ
る
所
有
り
。
聖
心
は
無
知
を
以
て
の
故
に
知
ら
ざ
る
所
無
し
。
不
知
の
知
は

乃
ち
一
切
知
と
曰
う
」（
大
正
四
五
、一
五
三
a
）
と
、
知
る
対
象
物
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
同
時
に
そ
の
対
象
外
と
な
る
も
の
が
有
る
こ
と
に
な
る
。

聖
智
で
あ
る
般
若
は
そ
う
で
は
な
く
、
無
知
で
あ
る
か
ら
そ
の
知
の
対
象
外
と
な
る
も
の
も
無
い
。
こ
の
無
知
の
知
が
聖
智
で
あ
り
、
一
切
知
と
呼

ば
れ
る
知
で
あ
る
と
い
う
。
武
田
一
九
九
八
（
注
⑹
参
照
）
は
こ
の
文
に
関
し
て
、『
大
智
度
論
』
の
一
切
種
智
の
解
説
（
大
正
二
五
、二
五
九
a
）

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
僧
肇
が
こ
こ
で
「
無
知
」
と
「
無
所
不
知
」
と
い
う
の
は
、
一
切
種
智
に
そ
れ
ら
二
つ
の
側
面
が
あ
る
と
し
て
理
解
し
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
六
一
頁
）。

30　

こ
こ
で
は
「
事
物
の
道
理
を
研
究
し
、事
物
全
て
の
本
質
を
極
め
つ
く
す
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
元
は
『
周
易
』
説
卦
伝
冒
頭
の
主
題
で
あ
る
、

易
の
こ
と
わ
り
・
理
想
・
目
的
を
説
く
語
で
あ
る
。（
鈴
木
由
次
郎
『
全
釈
漢
文
大
系 

第
九
巻　

易
経 

上
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